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第I章緒 言
原内の寄生虫卵算定法として現在迄広く使用され
ている Stollの稀釈虫卵計算法K方旬、て，第工編!Iζ
於ては畑虫卵及び鈎虫1却について，その大試験管内
の上層液と下層液中に含まれる虫卵数K差異のない 
ζと及び管内の虫卵分布様式は，虫卵数が比較的少
ない場合はポアソシ分布を，比較的多い場合は二項 
分布をなし，単位容積 (0.15cc)の標本液を探取に
至る迄の時聞が可及的に短時間であれば，試験管内
のいかなる部分から採取するも不都合は少ない ζと
を述べた。 
繰って尿内の虫卵数を計測せんとする試みは，既
に古くより数多くなされてきた。即ち， Parona 
(1880)は腸管下部K約 800の十二指腸虫を有るす
ー患者の糞便の各glζ約 200個の虫卵を数え，駆虫
により 480条の雌虫を得Tこと云う。
Luss (1885)は糞便 1分lζ水 3分を混溶し，その
0.1gを載物硝子lと滴下し， 2.5 cm2 Iζ分劃せる犬ヵ 
ノミーグラスにて覆い計算した。乙の場合 1cm2の視 
野に現われる部分は，糞便稀釈液の略4mgle相当
するを以って糞便の 1mgIL当った。
Leichtenstern (1886) は新鮮な有形便の 3~5g
を精密K秤量し，充分に細挫した後，水を.l;J、って
lOÖ~150 cc 1[稀釈振蓋し， cm3K分劃されたピペ
ット lと吸取し 1滴毎に横K1mm間劃江区劃せる物
体板lζ滴下し虫卵を計算した。乙の際糞便稀釈液 1
cc はその 19~22 滴l乙相当するので， 1 滴は会cc~
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会cc 1[当りその 4ι8滴を計算して滴の総容量K対
する虫卵数を数え，之より糞便 19及び全量中の保
有卵数を算出する方法を考案し，多数症例を検算し 
x=豆なる算式を報告した。 (xは腸管内の雌虫
47 
の数， aは糞便 1g!e含まれる虫卵数， 47は係数〉
Kodoid及び Barber (1918)は白金線環を用い 
虫卵浮説層の一定量を採取した。
Lane (1918)は沈澱管の洗濯物を水で‘稀釈混和
し，測定ヒ。ペットにて全量を 100滴とし， 1滴ずつ
合せて 3 滴を載物ガラス l乙滴下し 2平方吋K分董.~せ
るカノ〈ーグラスl乙て覆い虫卵を計算した。
Ful1eborn (1920)は200ccのグラスR:1分の糞
と20分の飽和食塩水溶液を採取し，便に順次液を
注加し可急的平等に稀釈して乳康状の混合状態とな 
し，更に，食塩溶液を以って硝子瓶のがJ7~8cm の
高さ迄満?こし， 15分後食塩水溶液の透明な虫卵浮併
上層部を約 1cmの直径の白金線環をもって掬取し 
虫卵数を算定した。 
W i1is (1921) は糞便 0.5g を採取し之を直径 3~
5cm，長さ 0.8cmの円筒状の小鉄葉鐘の中にて比
重1.130の濃厚食塩水溶液を点滴注加し，充分捜持
混合し鐘の辺縁部迄溶液を以って充満させ， 2~3 分 
後載物硝子を錐の開口面上lζ載置する時は，硝子の
下面は虫卵浮激上層面と接触する。瞬時比して載物 
硝子を迅速に回転させ虫卵附着面を上にして検鏡し
虫卵を計算した。
此等諸方法は手技が複雑で，且つ，操作中iζ種々 
の誤差が生じ易いので概むね実用には適さなかっ
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然しながら 1923年 N. R.Stol1は有力な虫卵計
算法を案出し，r虫卵計算法は保有虫卵の実数を正確
l乙判知せしむる唯一の方法にして十二指腸虫病研究
の諸問題解決にあたり大いに利用さるべきものであ
る。J と説いた。その方法は前編に記述した如くで
ある。
Hung (1926)は直径約 5cmの周平シャーレに使
2gを秤量し，濃厚食塩水溶液を注加し細挫混合し，
カパーグラスを 3枚混合液面上lζ浮活字させ， 10分間
放置後カバーグラスを採取し載物ガラス上にのせ検
鏡した。
また， Cha'ndler (1925)，Caldwell (1926)，中
路(1928)は第 1編にて述べし如く，各自 Stoll氏
法K基づぐ改ZE法を発表した。
平井(1926)は糞便の直接稀釈法を行ない，計算
すべき糞便の容量を秤量白金耳を以って一定にし
?こ。使用する秤量白金耳は A，Bの 2種lとして，之 
lζ予め有形使を充填し針尖を以って両面をかき取り
平らにし，周囲lと附着せる糞便を綿密に拭い去り秤
量する方法を反覆し平均値を求めたら Aは 6mg，B 
は5mgの重量を示した。計算すべき糞便を以上の 
方法により秤量白金耳に充填し，物体板の表面lζピ
ペットを用い，約 0.02cc R.相当する水滴 3滴を適
度の間隔をおき滴下せるもの 2枚を作り， 6個の水
滴に逐次白金耳内糞便を針尖を用い撹持しつつ稀釈
し，カパーグラスで覆って順次計算し7こ。 脅
分島(1932)は計算用石松子末を一定量宛多数秤
量し三等分に分包し毎食後服用させ，後3回目の便
につき計算し服用を中止させ，石松子の一定数民対・
する虫卵数を投与石松子 1日数lζ基づいて 1日の排
卵数を計算した。
横川(1956)は分島法改良法とじて，石松子末の
代りにメタアクリール樹脂球による虫卵計算法を発
表した。
高亀 (1939)は遠心沈澱管l乙10ccの目盛を附し，
之l乙糞便 19を正確に採り，水を 10ccの目盛迄満 
7こし栓をして暫く放置しで後充分K振議して速かに
栓を除き， 1ccのピペットを速かに液中lと入れその
中より 0.2ccを採取し，之を 8枚の載物ガラスに等 
分に分ちデッキグラスで覆い全標本中の卵を計算し
Tこ。
石崎(1953)は直接塗抹法による畑虫卵数定量法
を発表した。即ち，硝子援条微量計を製作し，白金
耳で採取した糞便を計り 10mgとなし，之を載物硝 
子上lζ移し 50%アンチフォルミン液 1滴を加え，
広く薄く塗り拡げカパーグラスで覆い全虫卵数を計
算した。 
更に，佐藤(1953)は糞便の各部分から小白金耳
に採取してトーショシパランスで正確に 8mgずつ
を秤量し，之を第 1の載物硝子上におとして 5%の
アシチフォルミン液を滴下し，硝子棒を用いて充分 
撹持溶解し更に第 2，第3の載物硝子上で白金耳及 
び硝子棒を洗日産し，それぞれを大カパーグラスで覆
い標本全部の虫卵を数えた。
以上の諸方法を大別すると，平井，佐藤等の直接
塗抹計算法と，分島，横川等のある一定の指標物質
を摂取せしめ，糞便内lζ現われる指標物質の数から
虫卵数を推測する方法，並びに Stoll等lと於ける稀
釈虫卵計算法とに分たれる。而して直接塗抹法lζ於
いては，単位容積の糞便の採取，即ち実際Iとは糞便
の正確なる重量の秤量が行われなければならぬ。
また，分島等の方法l乙於いては，排卵状況に関す
る実験Kは用いられでも，実際の鈎虫保有者に対す
る感染濃度推測の為には用い難い。
従って現今一般に用いられている方法としては，
Stoll氏法或はその改安法であって， それらの方法
は 19中の虫卵数を稀釈法によって求めて，その値
を基にして種々の考察を行っている。然しながらこ
れらの稀釈法によって求めた 19中の虫卵数は，実
際に糞便 19中氏存する虫卵数と近似，或いは一致
している事を前提として種々の考察を行っているの
である。著者は ζの点について検討を行ったので報
告する。
第 11章実験方法
同一人の排甘1:使について，沈i殿法によって求めら
れた虫卵数と Stoll氏法によって求め得た虫卵数と
を比較した。即ち沈澱法については虫卵陽性者の 1
回の排刑:使の各部分より糞便を採取して 0.05gを正
確に秤量し， 4規定苛性ソーダ液を少量加えて充分
l乙撹持溶解しスピッツグラスIζ移す。秤量皿Iζ溶解 
液が残存しない様R.，再度会規定苛性ソーダ液を追
加して充分に洗い，先のスピッヅグラス内lと移し，
3000回転で約7分間遠心沈澱を行った後，直ちに上
澄液を除きピペットにて沈涯を載物硝子に移し，ヵ 
パーグラスを覆い検鏡にて全虫卵数を算定した。 ζ
の場合沈涯を稀釈せずにそのま〉標本にすると，標
本が濃厚のために検鏡が困難であるので，洗漬の約
2倍の上澄を残しピペットにて充分捜持して標本を
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作製した。ピペット並びに遠沈管に残存せる虫卵 
は，再び上述の操作を繰り返してその虫卵数を追加 
した。また，上澄液は再び 3000回転で約 10分間遠
心沈澱を行い，その中R.含まれる虫卵を求めたが概 
ね検出出来なかった。
同時K同一便について Stoll氏法を行った。即
ち，前編で‘述べ7こ如く糞便の各所より正確に 3gを
秤量し， 45 ccの目盛のある大試験管にとり古規定 
苛性ソーダ液を目盛迄加え，小硝子球 10個を入れ 
ゴム栓を施してよく振還した。一定時開放置し，再 
度振還し速かに栓をとり測定用ピペットで混合液の 
0.15 ccを採取し，載物硝子lと滴下しカパーグラスで
覆い全虫卵数を算定した。
上述の沈澱法並びR.Stoll氏法による虫卵算出を
鈎虫卵及び姻虫卵について行い， Stoll氏法によつ
て得Tこ虫卵数と沈澱法によって得た虫卵数とを比較
G.は60， Stoll氏法によって求め得た E.P.G.は
50。第 3例では沈殿法による E.P.G.は40， Stol1 
氏法による E..P.G.は67。第4例では沈澱法で E，
P.G.は20，Stol1氏法で E.P.G.は 33。第 5例で
は前者の E.P.G.は 100，後者の E.P.G.は670 第 
6例では沈澱法による E.P.G.は40，Stoll氏法に
よる E.P.G.は33。第 7例では前者が 100，後者は
100。第 8例では，沈澱法によって求め得TこE.P. 
G.は20，Stoll氏法によって求め得た E.P.G.は
33である。
いま，沈殿法によって求め得た E.P.G.を1とし
て， Stoll氏法の E.P.G.考基準愛換した値を表 2 
K示すと，第 1例lζ 於いては沈殿法を 1とした場
合， Stoll氏法では1.67，第 2例では 0.83，第3例で
は1.67，第4例では1.65，第 5例では 0.67，第 6例
では 0.83，第 7例では1.00，第 8例では1.65であっ
検討した。[，こ。
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1. 鈎虫卵について

沈澱法l乙於ける Eggsper gram (E. P. G.)が，
 
表 2. 沈澱法の E.P.G.を1とした時の
 
Stoll氏法の E.P.G.の基準愛換値
 
E. P. G. 100以下 

症例番号|沈澱法 Stoll氏法 
1) 100以下の場合. 2) E. P. G.が 101--500の場
合，及び 3)501以上の場合lと分けて実験を行った。 
1) E. P. G. 100以下の場合
表 1ζ示したのが E.P. G. 100以下の場合の沈澱
法と Stoll氏法によって求め得7こ虫卵数で、ある。第 
1例に於ては沈澱法で 3個の鈎虫卵を認め，之は 
0.05gの尿中に存した虫卵数であるから， E.P.G. 
K換算すると 3x20=60となる。之lζ対して Stoll
1 1.671.00 
2 0.831.00 
1.671.003 
1.654 1.00 
0.675 1.00 
0.831.006 
1.001.007 
1.658 1.00 
、氏法では 3回の検査ですべて 1個であったので，之 合計 j 8.00 9.07 
をE.P. G. 1"[換算すると 1x 100= 100である。
平均 1.00 1.25 
第 2例l乙於ては，沈澱法lとよつで求め得た E.P. 
乙れらの基準~換値を合計すると，沈澱法は 8.00
表1.沈澱法lと於ける E.P. G. 100以下の場合 で Stoll氏法は 9.07になり，平均を求めると沈澱法 
1 
。
。 
Stoll
症型 沈澱法 氏法
虫卵数| 
尿性状制
11回 12回 13回 E.P.G. 
1 有形軟便 3 100。1 160 50。67 32 硬 便 1 14023 有形軟便 。。331 。67 1 204 有形正常便 1 1 。33 10055 有形軟便 1 

7 有形軟便 
  
2 406 有形正常便 
1 15 100 100。3311 208 有形軟便 
1.00 IL.対して Stoll氏法は1.25となる。図 1は縦軸
に基準愛換値を，横軸lとは各症例番号を，まfこ，縦
軸の基準&換値1.0の処lとは沈澱法の値を示す意味
で横軸l乙平行な線を号!いた。
図1. E. P. G. 100以下の場合 (鈎虫卵〉
来一準変換値qO9b'A 
iAυnunu
。 
123 456 7 8 
症例番号
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2) E. P. G. 101~500 の場合 
之の場合は表 311:示した如く，第 9例 lζ 於いて
は，沈殿法によって求め得た E.P.G.は220，Stoll 
氏法によって求め得た E.P.G.は 200。第 10例で 
は沈澱法による E.P.G.は200，Stoll氏法による
E.P.G.は100。第 11例では前者による E.P. G. 
が340，後者によって求め得た E.P.G.は333。同
様にして第 12例では前者が 240，後者が 200。第 13 
例では前者が 320，後者が 2670 第 14例では前者が
360，後者が 333。第 15例では前者が 320，後者が 
567。第 16例では前者が 260，後者が 500。第 17例
では前者が 340，後者が 150。第 18例では前者が 
160，後者が 200。第 19例では前者が 140，後者が 
100。第 20例では前者が 180，後者が 267。第 21例
では前者が 320，後者が 200。第 22例では前者が 
360，後者が 400。第23例では前者が 440，後者が 
367。第 24例にては沈澱法lとより求めた E.P.G.は
表 3. 沈澱法l乙於ける E.P. G. 101~500 の場合
症望号 原性状
沈澱法 Stoll 氏法
明E.P.G 1回 1 2回 1 3回 E.P.G. 
9 有形軟便 
10 有形軟便 
11 有形軟使 
12 有形正常使 
13 有形正常使 
14 硬 便 
15 有形正常使 
16 有形軟便 
17 有形軟便 
18 有形軟使 
19 有形軟使 
20 有形正常便 
21 有形正常使 
22 有形正常使 
23 有形正常便 
24 有形正常便 
11 220 
10 200 
17 340 
12 240 
16 320 
18 360 
16 320 
13 260 
17 340 
8 160 
7 140 
9 180 
16 320 
18 360 
22 440 
17 340 
2 2 2 200 
1 1 1 100 
3 5 2 333 
2 2 2 200 
3 3 2 267 
2 4 4 333 
3 5 9 567 
5 5 500 
1 2 150 
3 1 200 
1 1 100 
1 4 3 267 
3 。3 200 
4 4 400 
3 4 4 367 
3 4 3 333 
340，Stoll氏法Kより求めた E.P.G.は 333とな
る。
1)の場合と同様に沈澱法によって求め得た E.P.
G.を1とし， Stoll氏法の E.P.G.を基準愛換した
値は表41[.示す知くなる。即ち第9例では 0.91，第 
10例では 0.50，第 11例では 0.98，第 12例では 0.83，
第 13例では 0.83，第 14例では 0.93，第 15例では
1.77，第 16例では1.92，第 17例では 0.44，第四例
では 1.25，第四例では 0.71，第 20例では 1.48，第 
21例では 0.63，第 22例では1.11，第 23例では 0.83， 
第 24例では 0.98となった。
表 4. 沈澱法の E.P.G.を1とした時の 
Stoll 氏法の E.P.G. の基準~換値 
E. P. G. 101~500 の場合
症例番号l沈澱法 Stoll氏法 
0.911.009 
0.501.0010 
0.981.0011 
0.831.0012 
0.831.0013 
0.931.0014 
1.771.0015 
1.921.0016 
0.441.0017 
1.251.0018 
0.711.0019 
1.481.0020 
0.631.0021 
1.111.0022 
0.831.0023 
0.981.0024 
16.00 16.10 
1.00 1.01 
ζれらの基準斐換値を縦軸1["症例番号を横軸l乙
し，図示すると図 2の如くなる。そして縦軸の基準
愛換値1.0の処に沈澱法の値を示す線を横軸に平行 
tと号 J~ 可Tご。
図2. 
3.0 
基皇霊2.0 
E. P. G. 101~500 の場合 (鈎虫卵) 
1.
。
0 
9 10 11 12 13 14. 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
定例番号
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また，基準斐換値を合計すると，沈殿法は 16.00， 
Stoll氏法は 16.10となり，平均は沈殿法1.00!L対
して Stoll氏法は1.01となる。 
3) E. P. G. 501以上の場合
沈澱法lζ於ける E.P. G. 501以上の 6例について
検討した。即ち表 5に示す如く，第 25例に於いて
は沈澱法によって求め得.た E.P.G.は 700，Stol1氏
法によって求め得た E.P.G.は 1300。第 26例では
沈澱法Iζて 840，Stol1氏法にて 700。第 27例では前
者が 580，後者が 500。第 28例では前者が 920，後者
が 11000 第 29例では前者が 31500，後者が 27750。
第 30例にては沈澱法による E.P.G.が 2320，Stoll 
氏法による E.P.G.が 1900であった。
1.00l[対して Stol1氏法は1.07となる。
図 3 は縦軸 lζ基準~換値を，横軸 l乙各症例番号を
示した。
図 3. E. P. G. 501以上の場合(鈎虫卵)
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2. 掴虫卵について
鈎虫卵の場合と同様に沈殿法に於ける E.P.G.が 
500以下の場合と，.501以上とに分けて検討した。 5・一康一硬有有有有硬表 却 問 一 利 引 出 釦 
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と Stol1氏法によって求め得た虫卵数で‘ある。
第 1例iζ於ては沈澱法による  E.P.G.は 480， 
Stoll氏法による E.P.G.は 467。第 2例では沈澱
第 3例では前者は法lζて 300，Stoll氏法lとて 2330
420，後者は 4670 第 4例では前者は 260，後者は 267
である。
表 7. 沈澱法に於ける E.P. G. 500以下の場合
(虫回虫卵〉
上述の沈殿法の E.P.G.を 1とした時の Stol1氏
法の E.P.G.の基準愛換値を表  61[示すと，第 25
例では1.86，第 26例では 0.83，第 27例では 0.86，
第 28例では1.20，第  29例では 0.88，第  30例では 
0.81となる。
表 6. 沈澱法の E.P.G.を 1とした時の
 
Stol1氏法の E.P.G.の基準Z互換値
 
E. P. G. 501以上

症例番号l沈澱法  Stoll氏法  
25 1.00 1.86 
26 1.00 0.83 
27 1.00 0.86 
28 1.20 
29 
1.00 
1.00 0.88 
Stol1氏法沈澱法望症 尿性状  
1回 12回)3回.
1 4 46724 4480 6有形正常使 
22 23315 300 32 有形正常便 
467421 5420 53 有形正常便 
2 2674 13 260 3 3有形正常便 
そして沈澱法の E.P.G.を 1として Stol1氏法の 
E.P.G. の基準~換値を求めると，表 8 の如く，第
表 8. 沈澱法の E.P.G.を 1とした時の
 
Stoll氏法の E.P.G.の基準斐換値
 
E. P. G. 500以下(姻虫卵〉

症炉肝i沈澱法  IS叫氏法  
0.971 1.00 
2 0.781.00 
3 1.00 1.1 
4 1.00 1.03 
30 1.00 0.81 
合計  l 6.00 6.44 
平均  1.00 1.07 
4.00 3.89 
ζれらの基準安換値を合計すると，沈澱法は 6.00
で Stol1氏法は 6.441ζなり，平均を求めると沈殿法 平均  1.00 0.97 
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1例では 0.97，第 2例では 0.78，第 3例では1.11， 図4は以上の 1)，2)をまとめて図示したものであ
第 4例では1.03となる。 って， Stol1氏法の各基準恋換値は沈澱法の1.0の
これらの値を合計すると，沈澱法は 4.00，Stol1氏 値よりさほどへだたってはいない占
法は 3.89になり，平均を求めると沈殿法1.00R.対 図 4. 虫回虫卵の場合
して Stol1氏法は 0.97となる。 
2) E. P. G. 501以上の場合 3.0 
20
基
この場合は表9R.示す如く，第5例lζ於いてほ沈
澱法によるE.PG. E. 0が 1020，Stoll氏法による 括1.P.G
 が 6670 第 6例では沈澱法Iζて2900，Stol1氏
法にて 2733。第 7例は前者にて 1260，後者lζて 
1033。第 8例は前者にて 760，後者lζて833。第 9例
は前者が 560，後者が 500。第 10例では沈澱法が 
920，Stol1氏法が 733であった。 
il-44lilttliliiiliG 

そこで沈澱法の E.PG.を1として Stoll氏法のE.PG.の基準愛換値を求めると，表 10の如く第
5例では 0.65，第 6例では 0.94，第 7例では 0.82，
第 8例では1.10，第 9例では 0.89，第 10例では 0.80
となる。
表 10. 沈澱法の E.PG.を1とした時の 
Stol1氏法の E.PG.の基準愛換値 
E. P. G. 501以上(姻虫卵〉
症例番号(沈澱法 IStol1.a:法 
5 1.00 0.65 
6 1.00 0.94 
7 1.00 0.82 
8 1.00 1.10 
9 1.00 0.89 
10 1.00 0.80 
刊 6.00 5.20 1.00 0.88 
基準愛換値の合計は沈澱法が 6.00，Stoll氏法が
5.20，平均は前者1.00R.対して後者は 0.88である。
。 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
症例番号
第 IV章者 察 
Stol1氏の稀釈虫卵算定法について，中沢(1958)
はその精度をより正確に保つ為の条件として，
工).Stol1氏法に使用する器具材料の問題 
ll) Stoll氏法の操作上の問題
を挙げ， Stol1氏法l乙於ける稀釈度の問題と，尿側
条件の吟味を行った。就中， Stoll氏の原法と，中
沢の~法(尿1. 5 g，稀釈液量 45cc)と，塗抹法とに
よって求め得，].こ鈎虫卵数を比較し，虫卵密度の小な
る場合は原法が優れ，~法・塗抹法の }I慣となり，中
等度の場合は 3方法殆んど差がなく，虫卵密度が大
なる群では斐法が原法・塗抹法より優れている結果
を得ている。
以上の中沢の実験はその主目的が 3法の虫卵算定
法としていずれがより優れているかの比較である 
が，言葉を替えて言えば Stol1氏法と塗抹法の比較 
は，著者の研究目的である Stoll氏法によって求め
た尿 19中の虫卵数が，実際lと尿 19中l乙存する虫
卵数と一致しているか或は近似しているかの実験に
他ならぬ。
今，中沢の成績をみるに虫卵密度の中等度の場
合，並びlと大なる場合には Stoll氏法の原法と塗抹
法とでは両者の間lと優劣の差をつけ難いが，虫卵密
度の小なる場合には Stoll氏法は塗抹法lζ優るとし
ている。然しながら ζの塗抹法に於いては中沢も述
べし如く載物硝子上lζ尿を薄く塗布する事は可成り
の時間と練習を要するとし，且つ，塗抹法によって
虫卵数を求めるに 10枚の標本を作り検鏡している。
即ち，塗抹法によって虫卵数を推測するには可成
りの時聞を要する乙ととなり，また，前述の如く虫卵
密度の小なる場合には，その算出力はかなり劣るも
のの如くで，乙の算出力の低下を防ヤ為には， Stol1 
氏法と比較対称する他の方法K於ける採取尿量を充 
分にして必要な量だけ採取すれば良い事となる。
-1770ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
大野(1958)は 5to11氏注によって求めた E.P.
G.と培養法によって求めたL.P. G. (Larvae per 
gram)とを比較して，直径 7.5cmの瓦上K犬鈎虫
卵を含む尿を O.2g薄く塗布する時は 5to11氏法と
向程度の精度で検出出来ると考え，ついでヅピニ鈎
虫・アメリカ鈎虫・東洋毛様線虫にも同様の考察を
試みているが，この大野の実験は上述の意味に於い 
て著者の意図した処でもある。 
然し乍ら鈎虫卵，就中，アメリカ鈎虫卵lと於いて 
は既に人の腸内に於いて， 380Cの下に無酸素状態で
数時間乃至数十時間それらの影響を受けるものと思
われ，排便後培養l乙至る迄の処理が比較的虫卵に無
障害的に行われたとしても，アメリカ鈎虫卵のすべ 
てが発育して購化するとは思われぬ。方波見(未発 
表〉は ζの事実を或る程度認め，アメリカ鈎虫卵比
対する殺卵期jの効力実験等比は以上の事も考慮、K入
れる必要があるとしている。即ち，培養法による発
生仔虫数と， 5to11氏法による虫卵数との比較には，
正確には培養法によっても発育しなかった虫卵の数
、。L一瓦上の尿中の未発育虫卵数ーの記載が望まし 
以上の事を併せ考えると，発生仔虫数によっての
L.P.G.も上述の知き点が補正されねばならず，ま
た，前述せし如く 5to11氏法と比較対称すべき他法
は，可能な限り尿量は少量よりは多量が良いわけで
ある。
かく考えて著者は 5to11氏法と比較対称すづき虫
卵算出法として沈殿法を採用し， 5to11氏法κょっ
て求め得た E.P.G.と沈澱法によって求め得た E.
P.G.とを比較した。 
鈎虫卵の場合についてみると，沈澱法によって求
めた E.P.G.が 100以下の場合では沈澱法によって
得た虫卵数を 1.00とした時，5to11氏法によって求
め得た虫卵数は平均1.25となった。
中沢の成績に於いても虫卵密度の小なる場合は 
5to11氏の原法 3.00 rc対して塗抹法は1.45の虫卵算
出力であったとしている。
乙の事は塗抹法と沈澱法を同ーに論ずる事は危険
ではあるが，虫卵密度が小なる場合は 5to11氏法に
よる虫卵算出力が，塗抹法或は沈澱法による虫卵算
出力よりも優る事を示すものと思われる。然し乍ら
塗抹法と沈殿法の虫卵算出力を虫卵密度の小なる場
合についてみると，比較iと便ならしめる為に同一基
準lζ斐換して，5to11氏の原法を1.00とすると沈澱 
法は 0.88，塗抹法は 0.48となった。
塗抹法は 1枚の標本l乙5mgの原を塗布したと中
沢は述べているから， 10枚の標本では合計 50mgの 
尿量となる。また，沈澱法は実験方法にも述べし如 
く50mgの尿について行ったので，同じく 50mgの
尿量でありながら両法を比較すると全く同様の算出
力を有するとは言い難い。
然るに虫卵密度がより大なる場合については， E. 
P.G. が 101~500 の時は，沈澱法を1.00 とすると
5to11氏法によって求められた虫卵数は平均して
1.01，また， E.P.G.が 501以上の時は沈殿法を1.00
とすると，5to11氏法は平均して1.07となった。 ζ
の事は中沢の塗抹法K於ける成績とも或る程度一致
するもので，虫卵密度の中等度及び大なる場合K
5to11氏法を1.00とすると，塗抹法では夫々 0.97，
0.99となっている。正確なる比較にはE.P.G.の同
一範囲内にあるもののみについて比較すべきである
が，虫卵密度が大になるに従って， 5to11氏法と塗
抹法及び沈澱法によって求め得Tこ虫卵数は，夫々の
聞には平均すると大なる差は無きものの如くであ
る。かくの如く虫卵密度の大小によって， 5to11氏
法と塗抹法及び、沈殿法との聞に，虫卵算出力につい
て差がある事は興味ある事である。特に虫卵密度が 
小なる場合， 5to11氏法lζ比して塗抹法及び沈澱法
が劣る ζと，しかも塗抹法と沈澱法を比較した場合
は沈澱法が塗抹法l乙比してや〉優位にある ζとは，
その理由の考察と相侯って今後の問題となり得ると
忠われる。
姻虫卵については，虫卵密度が E.P. G.で 500
以下の場合，沈澱法の虫卵算出力をl.00とすると 
5to11氏法では平均して 0.97，E. P. G.の 501以上
の場合は沈政法 1.00 rc対して 5to11氏法は平均し 

て0.88となる。

第V章結 論 
5to11氏法によって求めた尿 19中の虫卵数が，
実際に尿 19中に存する虫卵数を示すか否かを鈎虫
卵及び蜘虫卵の夫々の場合について沈澱法と比較の
下iと検討し，下記の如き結果を得た。 
1. 鈎虫卵について 
1) 虫卵密度が沈殿法で E.P.G.の 100以下の場
ムロ
虫卵算出力は沈澱法を1.00とした場合， 5to11氏
法は1.25であった。
2) 虫卵密度が E.P.G. で 101~500 の場合
沈殿法1.00 rc対して 5to11氏法は1.01にして，
両者の開花差はない。
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3) 虫卵密度が E.P.G.で 501以上の場合
沈殿法1.00K対して Stoll氏法は1.07にして，
両者の聞には差はない。 
11. 姻虫卵について 
1) 虫卵密度が E.P.G.で 500以下の場合
沈殿法1.00K対して Stoll氏法は 0.97で，両者
の間lとは差はない。 
2) 虫卵密度が E.P.G.で 501以上の場合
沈澱法1.00R.対して StoIl氏法は 0.88であった。
全編の総括
現在最も広く使用されている虫卵算定法としての 
Stoll氏の稀釈虫卵算定法について，以下lζ述べる
Med. Assoc.， 1918.，1557，.71
如き結果を得た。
工. Stoll氏法に於いて，試験管内の原液中lζ於
ける虫卵の分布状況について，上層液と下層液中l乙
含まれる虫卵数Iと差があるか否かを畑虫卵及び鈎虫
卵について検討したが，両者の間には差は認められ
なかったo 
ll. その場合の分布様式を検討したが，虫卵数が
少数の場合はポアソン分布，多数の場合は二項分布
をなす事を認めた。 
JIT.従って工及びEの理由lとより，自国虫卵と鈎虫
卵の虫卵数を Stoll氏法によって算定する場合は，
試験管内のいかなる部分よりも無選択に標本を採取
してよい。 
lV. StoI1氏法と沈澱法の虫卵算出力を比較する 
Ir.，鈎虫卵に関しては，虫卵密度の小なる場合は 
Stoll氏法が沈i殿法lと優るものの如くであるが，虫 
卵密度が小きくない場合は同様の算出力を有すると 
認められた。 
蜘虫卵lと関しても，著者の実験の範囲内にては， 
両法の聞には著差は無きものの如くである。 
V.従って Stoll氏法によって求め得た尿 19中 
の畑・鈎虫卵数は，沈殿法の精度の範囲内では，その
ま〉尿 19中の虫卵数を指し示すものと思われる。
摺筆するにあたり，御懇篤なる御指導と御校
聞を賜わりました恩師柳沢利喜堆教授K深甚な
る感謝を捧げます。併せて，終始御教示御助言
下さいました水野哲夫助教授に厚く御礼を申上
げます。
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